
　143 回　　稲門フィラテリー切手教室　　レジュメ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１８年 7 月 7 日

ツェッペリン・カバー
立川 賢一

http://www.geocities.jp/aoyadomutumikai/zheperin.htm
ツェッペリンＮＴ号飛来　より借用



ツェッペリン・カバー 

所属の郵趣団体： （公財）日本郵趣協会 
（ＪＰＳ航空郵趣研究会、ＪＰＳパソコン郵趣研究会、ＪＰＳ関東郵趣サロン研究会） 
（一社）全日本郵趣連合、ZEPPELIN STUDY GROUP (in Germany)、日本飛行船郵趣会  

１．飛行船と私 

１）海の生物資源を空から探索・調査・実験等を行うことの情報収集開始（１９７９年頃から） 
２）飛行船を観測ステーションとする有効性・効率性・作業性・経済性等の検討推進 
３）ツェッペリンＮＴ利用の可能性を検討（２０００年に現地調査し、２００５年から具体的準備にかかる） 
４）調査対象として大型海生ほ乳類（鯨類：スナメリなど）や海草類・海藻類、浮遊物等を選定 
５）上記の過程で、ツェッペリン飛行船が逓送したツェッペリン・カバーに遭遇し、本格収集はじまる 

２．飛行船とその発達史 

１）ブイヤント航空機（ＬＴＡ ： Lighter Than Air Aviation） 
  空気より軽い気体を詰めた気嚢（エンベロープ、 envelope ）で、人・物を乗せるゴンドラを 
  吊し、空中に浮かせ、移動・着陸できる航空機（気球、飛行船、ハイブリッド飛行船）   
２）航空機が使用した空気より軽い気体 
  ①熱空気、②水素ガス、③ヘリウム 
３）気球の種類 
  ①係留気球、②熱気球、③水素ガス気球、④ハイブリッド気球（熱気球＋水素ガス気球） 
４）飛行船の種類 
  ①軟式飛行船→気嚢１個で飛行船本体の重量中心部に直接ゴンドラを吊す 
  ②半硬式飛行船→気嚢を竜骨（キール）に乗せて、ゴンドラを吊す 
  ③硬式飛行船→金属フレームで枠支えをした大きな気嚢に複数の小気嚢を入れ、操縦 
    室や客室・荷物室等の専用ゴンドラを連結して吊す 
  ④全金属飛行船→アルミニウム合金等の金属で気嚢を作成 
  ⑤準硬式飛行船→硬式飛行船に比べて気嚢内の金属フレームが簡素 
５）ハイブリッド飛行船の開発 
  ①熱気球飛行船→エンジンを搭載した熱気球で空中を容易に移動できる機能付加    
  ②ヘリコプター機能付き飛行船（重量飛行船）→ヘリコプターの回転翼を付加し、離着陸 
    を簡便化した飛行船（例：イギリス、ＡＩＲＬＡＮＤＥＲ、９２ｍ） 

第１３４回 稲門フィラテリー切手教室（２０１８年７月７日、新宿北郵便局） 

立川 賢一（たつかわ けんいち） 

★「ツェッペリン・カバー」はツェッペリン飛行船により逓送された郵便物★ 



３．飛行船切手、郵便印や搭載印など 

１）飛行船切手（航空切手、ツェッペリン切手、加刷切手、飛行船図柄の切手） 
  ①航空切手（飛行船により特定区間を逓送するための飛行船専用切手） 
  ②ツェッペリン切手（ツェッペリン飛行船で逓送する特別記念切手、または加刷切手（ｐ７～８） 
  ③飛行船図柄の切手（飛行船の絵が描かれている切手） 
 注：a）ツェッペリン切手はツェッペリン飛行船に搭載のない郵便物にも使用できた 
    b）ツェッペリン搭載の郵便物にツェッペリン切手以外の切手も使用できた 
 
２）基地近郊の提携郵便局： 差し立て郵便印、到着印 
 
３）船内郵便局： 船内郵便局がツェッペリン飛行船に設置され、飛行中に船内で郵便印の押印 
           を受けることができた 
 
４）到着印： ①飛行船基地近傍で提携している郵便局の到着印 
        ②飛行船から投下した郵便物を受け入れる郵便局の到着印 
 
５）搭載印： ツェッペリン飛行船搭載郵便物には、ドイツ発便とツェッペリン飛行船会社と連携した  
        飛行航路の証明となる搭載印が押印された 
 
６）事故郵便等の証明印： ①逓送中止説明印、②飛行船事故の証明印 
 
  注： 南米便の飛行船は飛行機と連携し、提携郵便局での郵便物の受け渡しもあった   

４．ツェッペリン・カバー登載飛行船（概要）とその周辺 

  １）１７８５～１８９９  ツェッペリン・カバーの前史（気球や飛行船で通信文が運ばれた） 
               １７８５：イギリス、１８５９：アメリカ／ジュピター、１８７０：フランス／バロンモンテなど 

               ●フェルディナンド・フォン・ツェッペリン（１８３８～１９１７） 
★２）１９００～１９２５  ＬＺ１～ＬＺ１２０                   ＷＷＩ（１９１４～１９１８） 
                          陸軍所属：ＬＺ ３～１２０・・・約４０隻、海軍所属：ＬＺ１４～１２６・・・約７０隻 
★３）１９２４～１９３１  ＬＺ１２６（Ｚ．Ｒ．ＩＩＩ／ロスアンゼルス） アメリカに譲渡 
★４）１９２８～１９４０  ＬＺ１２７（グラーフ・ツェッペリン）全長２３６．６ｍ 
               飛行回数５９０（ドイツ国内、欧州、北米、南米及び世界各地に飛行） 
★５）１９３６～１９３７  ＬＺ１２９（ヒンデンブルク）全長２４５ｍ 
               飛行回数６５（北米と南米に飛行） 
★６）１９３８～１９４０  ＬＺ１３０（グラーフ・ツェッペリンⅡ）２４５ｍ 
               飛行回数３６（ドイツ国内飛行のみ）       ＷＷＩＩ（１９３９～１９４５） 
               ●フーゴー・エッケナー（１８６８～１９５４） 
  ７）１９９７～現在   ツェッペリンＬＴ（全長７５ｍ、同型機体１～５号） 
               （株）日本飛行船所属の飛行船はツェッペリンＮＴ２号機 
その他： 
  ８）１９１１～１９３１  イギリス（メイフライ、２３、Ｒ２６～８０、Ｒ１００、Ｒ１０１・・・約２８隻 
  ９）１９２３～１９４１  アメリカ（シェナンドア、Ｒ３８、ロスアンゼルス（Ｚ．Ｒ．Ⅲ）、アクロン、 
                メイコン、（ＴｉｎＳｈｉｐ／ＺＭＣ－２）・・・約５隻 

★ 主なツェッペリン・カバー搭載飛行船と運行期間等 



ツェッペリン飛行船ＬＺ１からＬＺ１２６に登載されたカバー（抜粋） 

                                       

  １９１３年７月８日 ＬＺ１７（ＳＡＣＨＳＥＮ、１４０ｍ）     １９１３年８月２６日 ＬＺ１３（ＨＡＮＺＡ、１４８ｍ） 

   １９００年７月３日 ＬＺ１（１２８ｍ）          １９１２年１０月１４日 ＬＺ１１（ＶＩＫＴＯＲＩＡ ＬＵＩＳＥ、１４８ｍ）  

 １９１９年９月１３日 ＬＺ１２０（ＢＯＤＥＮＳＥＥ、１２０．８ｍ） １９２４年９月１５日 ＬＺ１２６（２００ｍ）   

   １９２３年９月１５日 封書、ＬＺ１２６（Ｚ．Ｒ．ＩＩＩに改名）  １９２５年４月１６日 Ｚ．Ｒ．ＩＩＩ（ＬＯＳ ＡＮＧＥＬＥＳ）    



                                       

 １９２９年８月１５日 ～９月４日  ＬＺ１２７  ドイツ発世界一周飛行 はがき７Ｍ 封書１４Ｍ 

 １９２９年８月７～２９日 ＬＺ１２７ アメリカ発世界一周飛行 はがき＄１．７８ 封書＄３．５５  

 １９３０年５月１８～３１日 ＬＺ１２７ 大西洋周回飛行   １９３１年７月２４～３１日 ＬＺ１２７ 北極圏飛行   

 １９３３年１０月１４～１７日 ＬＺ１２７ シカゴ博飛行  １９３７年５月３～８日 ＬＺ１２７ 最後のツェッペリン・カバー    

飛行船グラーフ・ツェッペリン（ＬＺ１２７）に登載されたカバー（抜粋） 



                                         １９３６年１０月６日 ＬＺ１２９（ＨＩＮＤＥＮＢＵＲＧ、２４５ｍ）北米飛行  １９３６年８月１日 ベルリンオリンピック     

 １９３８年１２月１日 ＬＺ１３０ （ＧＲＡＦ ＺＥＰＰＥＬＩＮⅡ、２４５ｍ） ズデーテンランド飛行、投下された選挙宣伝ビラ   

  １９３９年７月２２日 ＬＺ１３０ ＢＩＥＬＥＦＥＬＤ飛行 １９３９年８月２０日 ＬＺ１３０ ＭＵＬＨＥＩＭ飛行（最後の飛行）    

    １９３６年４月１日 ＬＺ１２９、第１回南米飛行、封書  １９３７年５月３日 ＬＺ１２９ 第１回北米飛行、中止便     

ツェッペリン飛行船ＬＺ１２９とＬＺ１３０に登載されたカバー（抜粋） 



                                       

   ２００３年２月１０日 ツェッペリンＮＴ３号機、ドイツ   ２００８年１０月２５日 ４号機 米国モフェットフィールド 

 １９９７年９月１８日 ＬＺＮＯ７（ツェッペリンＮＴ１号機）７５ｍ ２００５年２月６日 ツェッペリンＮＴ２号機、土浦      

   １９８８年７月８日 ＢＯＤＥＮＳＥＥ ＩＩ ドイツ         １９８８年９月８７ ＢＯＤＥＮＳＥＥ ＩＩ リヒテンシュタイン   

   １９８９年１０月５日 ＢＯＤＥＮＳＥＥ ＩＩ ハンガリー        １９９２年３月８日 ＢＯＤＥＮＳＥＥ ＩＩ ドイツ   

ツェッペリンＮＴと軟式飛行船（ボーデンジーⅡ）に登載されたカバー（抜粋） 



グラーフ・ツェッペリン号の切手（１） 

「世界の切手コレクション（１６８号） 切手の雑学 収集家の秘蔵コレクション（５）」 
（アシェット・コレクションズ・ジャパン株式会社、２０１７）より 



グラーフ・ツェッペリン号の切手（２） 

「世界の切手コレクション（１６８号） 切手の雑学 収集家の秘蔵コレクション（５）」 
（アシェット・コレクションズ・ジャパン株式会社、２０１７）より 


